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人が元気！まちも元気！自慢したくなるふるさと龍ケ崎『第２次ふるさと龍ケ崎戦略プラン』

　

本
市
の
児
童
生
徒
数
は
、
平
成
８
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
急
速

に
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

学
校
が
小
規
模
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
交
流
し
た
り
切
磋
琢
磨
す
る
機
会

が
少
な
く
な
る
こ
と
、
部
活
動
の
選
択
の
幅

が
少
な
く
な
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
に
よ
る
と
、
小
学
校
５
年
生

を
境
に
し
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
児
童
が
増

加
す
る
こ
と
、
中
学
生
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ

る
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
に
直
面
し
て
不
安
を

感
じ
る
、
授
業
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
っ

た
生
徒
が
増
加
し
、
自
己
有
用
感
を
感
じ
ら

れ
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
な
ど
の
課
題
が
見

１ 

取
組
の
視
点

　

目
指
す
子
ど
も
像
を
「『
夢
』
を
持
ち
『
生

き
る
力
』
を
自
ら
は
ぐ
く
む
龍
の
子
」
と
し
、

教
育
委
員
会
は
子
ど
も
た
ち
の
社
会
参
画
力

の
育
成
、
教
育
の
質
の
向
上
、
学
校
と
地
域

社
会
の
連
携
・
協
働
の
推
進
の
３
つ
の
視
点

で
取
組
を
展
開
す
る
た
め
、３
つ
の
要
素（
図

１
）
を
盛
り
込
ん
だ
「
龍
の
子
人
づ
く
り
学

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
向
を
示
す
最
上
位
の
計
画
「
第
２
次

ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
」
が
平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

同
プ
ラ
ン
で
は
、
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
が
元
気　

ま
ち
も
元
気　

自
慢
し
た
く
な
る
ふ
る
さ
と　

龍
ケ
崎
」
の
実
現
を
目
指
す
５
つ
の
戦
略
の
う
ち
、
教
育

の
分
野
に
お
い
て
も
「
教
育
環
境
の
向
上
～
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
づ
く
り
～
」
を
掲
げ
、

義
務
教
育
環
境
の
更
な
る
向
上
に
向
け
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
教
育
分
野
の
戦
略
を
推
進
す
る
た
め
、
本
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
「
龍た

つ

の
子こ

」
の
生
き
る
力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
に
関
連
し
た
「
龍
ケ
崎
市
の
新
し
い
学
校
づ
く

り
に
関
す
る
基
本
方
針
」、
小
中
学
校
の
環
境
面
の
整
備
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

と
学
校
施
設
の
整
備
・
改
修
、
そ
し
て
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
ま
ち
づ
く
り

に
関
連
し
た
「
第
２
次
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」（
６
頁
に
掲
載
）
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ

れ
ぞ
れ
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

龍
ケ
崎
版
小
中
一
貫
教
育
「
龍
の
子
人
づ
く
り
学
習
」
を
推
進
し
ま
す
！

― 

「
龍
ケ
崎
市
の
新
し
い
学
校
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
策
定 

―

龍
の
子
人
づ
く
り
学
習

― 

「
夢
」
を
持
ち
「
生
き
る
力
」
を

 　

  

自
ら
は
ぐ
く
む
龍
の
子 

―

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
本
市
で
は
、
平
成
28
年
７

月
に
、
学
識
経
験
者
や
地
域
の
代
表
者
、
保

護
者
な
ど
で
構
成
す
る
審
議
会
を
設
置
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
龍
の
子
の
望
ま
し
い

教
育
環
境
に
つ
い
て
検
討
を
か
さ
ね
、
平
成

30
年
２
月
に
「
龍
ケ
崎
市
の
新
し
い
学
校
づ

く
り
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
基
本
方
針
は
、
小
中
学
校
と
地
域
社

会
が
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
、
義
務
教

育
の
９
年
間
の
教
育
課
程
を
編
成
し
、
系
統

的
に
龍
の
子
を
育
て
る
、
本
市
独
自
の
小
中

一
貫
教
育
「
龍
の
子
人
づ
く
り
学
習
」
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

図１　龍の子人づくり学習カリキュラムの主な要素

●小中学校のリレーションを考慮した主体的・対話的で深い学びを実現
する指導計画と授業改善
　例：問題解決的な学習、探求活動、対話・交流の実践など

●９年間を見通したキャリア教育、シティズンシップ教育（※）の推進
例：職場見学・体験、人権教育、郷土学習、児童会・生徒会活動の活
性化と積極的参加、主権者教育の充実など

●地域社会との連携、地域社会への貢献、地域学習教材の開発
　例：地域資源・人材の活用、ボランティアなどの体験的な活動など

※シティズンシップ教育・・・社会の一員として自立し、権利と義務の
行使により、社会に積極的に関わろうとする態度を身に付けるための、
社会形成・社会参加に関わる教育。

教育環境の向上
「まちづくりを担う人づくり」
教育環境の向上
「まちづくりを担う人づくり」
■問い合わせ：教育総務課総務グループ☎内線289

が元気！  　   も元気！自慢したくなるふるさと龍ケ崎

『第２次ふるさと龍ケ崎戦略プラン』
ひと

まち
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習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
前
期

（
小
学
校
１
～
４
年
生
）・
中
期
（
小
学
校
５

年
生
～
中
学
校
１
年
生
）・
後
期
（
中
学
校

２
～
３
年
生
）
の
４
・
３
・
２
制
（
※
）
を
導

入
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学
校
に
お
い
て
も

教
科
担
任
に
よ
る
授
業
を
拡
大
す
る
こ
と

や
、
小
中
学
校
間
の
教
員
の
乗
り
入
れ
授
業

を
活
用
し
ま
す
。

　

こ
の
龍
の
子
人
づ
く
り
学
習
は
、
中
学
校

区
を
基
本
と
し
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

※
こ
こ
で
い
う
４
・
３
・
２
制
は
、
学
習
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
上
で
の
取
組
を
表
す
も
の
で
、

義
務
教
育
９
年
間
を
大
き
な
ま
と
ま
り
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
っ
て
い
く
た
め
の

も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
と
中
学
校

の
区
切
り
（
６
・
３
制
）
を
変
更
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２ 

龍
の
子
人
づ
く
り
学
習
に
向
け
た

　

 

環
境
整
備

　

本
市
に
お
い
て
も
少
子
化
が
進
む
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
保
護

者
や
地
域
の
方
と
話
し
合
い
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
長
戸
小
学
校
と
北
文
間
小

学
校
が
統
合
に
よ
り
閉
校
と
な
り
ま
し
た

が
、
龍
の
子
人
づ
く
り
学
習
に
よ
る
効
果
を

高
め
な
が
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、
児
童
生

徒
数
の
減
少
に
適
応
す
る
た
め
、
適
正
規
模

を
踏
ま
え
た
学
校
施
設
な
ど
の
環
境
整
備
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
施
設
面
の
取
組

　

先
進
自
治
体
の
事
例
か
ら
、
学
校
施
設
や

教
職
員
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
「
施
設

一
体
型
」
の
小
中
一
貫
校
の
方
が
、
よ
り
多

く
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設
整
備
や
通
学

手
段
の
確
保
な
ど
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
り
、
直
ち
に
実
現
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
施
設

一
体
型
の
小
中
一
貫
校
の
設
置
を
目
指
す
こ

と
と
し
た
上
で
、
当
面
は
既
存
の
学
校
施
設

を
活
用
し
な
が
ら
、
龍
の
子
人
づ
く
り
学
習

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
小
中
学
校
の
小
規
模
校
化
の
進

行
見
通
し
や
中
学
校
区
別
の
児
童
生
徒
数
の

推
移
、
地
域
の
意
向
な
ど
を
考
慮
し
、
施
設

一
体
型
小
中
一
貫
校
の
モ
デ
ル
校
の
設
置
を

検
討
し
ま
す
。
そ
し
て
、
モ
デ
ル
校
に
お
け

る
実
践
や
成
果
を
他
の
中
学
校
区
に
広
げ
て

い
き
ま
す
。

（
２
）
学
区
編
成

　

義
務
教
育
９
年
間
に
お
け
る
人
づ
く
り
を

系
統
的
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
各
小
学
校

の
卒
業
生
が
同
一
の
中
学
校
に
進
学
す
る
よ

う
な
学
区
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
た
め
、

龍
の
子
人
づ
く
り
学
習
の
推
進
単
位
と
な
る

中
学
校
区
を
基
本
に
、
新
し
い
学
区
編
成
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

３ 

龍
の
子
人
づ
く
り
学
習
の

　

 

実
施
時
期

　

各
中
学
校
区
に
お
い
て
は
、
教
育
委
員
会

が
作
成
し
た
龍
の
子
人
づ
く
り
学
習
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
参
考
に
、
地
域
社
会
の
実
情
に

応
じ
て
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
を

進
め
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
、
す
べ
て
の
中

学
校
区
に
お
い
て
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

　

龍
の
子
人
づ
く
り
学
習
を
推
進
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
は
、
教
職
員
・
保
護
者
・
地
域

社
会
の
理
解
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
子
ど
も
た

ち
や
教
職
員
の
移
動
手
段
の
確
保
、
学
校
間

の
打
ち
合
わ
せ
時
間
の
確
保
、
子
ど
も
た
ち

に
与
え
る
影
響
、
通
学
手
段
や
地
域
社
会
に

与
え
る
影
響
な
ど
に
留
意
し
て
い
き
ま
す
。

図２　龍ケ崎市の新しい学校づくりに関する基本方針（イメージ）

目指す子ども像：「夢」を持ち「生きる力」を自らはぐくむ龍の子

リレーションシップ
　　　　＝つながり
　　（Relationship）

地域との連携

龍の子人づくり学習
（龍ケ崎版小中一貫教育）

龍の子
人づくり学習カリキュラム 環境整備

●子どもたちのつながり
●学校と家庭とのつながり
●学校と地域とのつながり

●子どもたちの社会参画力の育成

学習カリキュラムの
４・３・２制への移行

中学校区ごとに龍の子人づくり学習カリキュラムを作成

●教育の質の向上
●学校と地域社会の連携・協働の推進

ステップ・アップ
（Step Up）

確かな
学力

豊かな
心

健康な
体

●学力のステップ・アップ
●心と体のステップ・アップ

●小中のリレーションを考慮した、
　主体的・対話的で深い学びを実現
　する指導計画と授業改善
●キャリア教育、シティズンシップ
　教育の推進
●地域との連携、地域への貢献、地
　域学習教材の開発

●地域交流、地域人材・
　資源を活用したキャリア
　教育や体験学習
●子どもたちの地域への参加
●家庭による教育への参加
●コミュニティ･スクール
　　設置に向けた調査
　　研究

●施設一体型小中一貫校
　の設置を目指す
●小中一貫教育に向けた
　新しい学区編成の検討
●教職員の増員及び教員
　の資質・能力の向上
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人が元気！まちも元気！自慢したくなるふるさと龍ケ崎『第２次ふるさと龍ケ崎戦略プラン』

小学校全校でタブレット端末など、
ＩＣＴ（情報通信技術）機器を使った
授業がスタートしました

　教育委員会は、平成２８年９月から、馴柴小学校と川原代小学校に「電子黒板」「実物投影機」
「タブレット端末」などを先行導入するとともに、ＩＣＴ支援員を配置するなど、新たな学習指導に
取り組んできました。
　授業への興味・関心の高さなど、先行導入の実績を踏まえ、本年９月に市内全小学校に同型のＩＣ
Ｔ機器の導入とＩＣＴ支援員を配置しました。
　来年度以降は、すべての中学校にＩＣＴ機器の導入を進める予定です。小学校で取り組んできた学
習指導、教育環境が継続的に利用できることにより、授業への興味・関心、思考力や理解力、プレゼ
ンテーション能力など、より一層の向上を目指します。
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城ノ内中・城西中のエレベーター設置

　学校は子どもたちが一日の大半を過ごす学習・生活の場であると
ともに、地域住民においても地域活動の場や災害発生時の避難所に
指定されていることから、高齢者や障がい者が円滑に利用できる施
設整備を進めていく必要があります。
　本年度、城ノ内中学校と城西中学校にエレベーターが設置され、
平成２９年度の３学期から、障がいのある子どもたちや怪我などで
歩行移動が困難な子どもたちが支障なく、安全かつ円滑に学校生活
が送れるようになりました。
　今後も学校施設のバリアフリー化を進めていきます。

体育館照明のＬＥＤ化

　平成３２年から水銀灯ランプの製造が原則として禁止され、将来
的にランプの交換が出来なくなり、教育活動や災害時の避難場所と
しての機能に重大な支障をきたすことになります。
　また、照明器具としての耐用年数も経過していることから、すべ
ての学校体育館の照明をＬＥＤ化し、照明設備の長寿命化や電力の
消費を抑えコスト縮減を図ります。
　※　城西中学校・長山中学校は整備済

洋式トイレへの改修

　一般家庭はもとより、商業施設やオフィス、駅などのトイレにおいては
洋式化が進み、洋式トイレが一般的になる一方で、学校のトイレは和式の
割合が多く、学校で排便を我慢する子どもたちの健康が危惧されていま
す。
　平成２８年４月１日現在で文部科学省が行った調査では、小中学校の洋
式トイレの割合は全国平均４３．３％、茨城県では４９．２％でした。そ
れに対し、本市の設置率は４０％であり、低い割合となっています。
　学校は子どもたちが一日の大半を過ごす生活の場であり、トイレの形態
は健康面だけでなく心理面にも影響を及ぼします。また、学校は地域への
開放や災害時の避難場所としても利用されるため、洋式化への要望が高く
なっています。
　そのようなことから、学校トイレの洋式化は様々な面で有効であると考
え、今後も計画的に洋式化を進めていきます。

特別教室へのエアコン設置

　平成２５年度に約５．７億円を投資し、小中学校すべての普通教
室にエアコンを設置し、学習環境の改善を図りました。
　現在、普通教室のほかに図書室やパソコン室などの特別教室にも
エアコンが整備されていますが、今後、稼働率の高い理科室や音楽
室などの特別教室にも新たにエアコンを設置し、年間を通して望ま
しい学習環境へさらに改善を図っていきます。
　平成３０年度に実施設計を行い、平成３１年度から平成３２年度
にかけてエアコンを設置する予定です。

安全で快適な学校施設の改修状況について

城西中学校
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「龍ケ崎市第２次スポーツ推進計画」を策定しました

～「生涯スポーツ社会の実現」に向けて～

「龍ケ崎市第２次スポーツ推進計画」
を策定しました

いきいき茨城ゆめ国体・ゆめ大会
マスコット　いばラッキー

■問い合わせ：スポーツ・国体推進課
　　　　　　　スポーツ都市推進グループ☎内線239

計
画
策
定
の
趣
旨

　

２
０
１
９
年
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
国

民
体
育
大
会
で
は
、
柔
道
競
技
が
本
市
で
行

わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
同
年
に
は
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
、２
０
２
０
年

に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
関
心
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
高
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
こ
の
よ
う
な
機
運
を
好
機
と

捉
え
、
市
民
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
流
通
経
済

大
学
、
民
間
事
業
者
、
行
政
等
が
改
め
て
ス

ポ
ー
ツ
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
の
あ
る
べ
き
姿
や
未
来
に
向
け
た
方
向
性

な
ど
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
に
取
り
組
む
た
め
の
指
針
と
す

る
も
の
で
す
。（
計
画
期
間
：
２
０
１
８
年

度
～
２
０
２
２
年
度
）

計
画
の
基
本
理
念

　

本
計
画
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
人
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の

年
代
や
関
心
、
適
性
等
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
を
通

し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
は
一
部
の
人
の
も
の

で
は
な
く
、「
み
ん
な
の
も
の
」
と
い
う
認

識
を
共
有
し
な
が
ら
、
自
発
的
に
ス
ポ
ー
ツ

●
「
健
幸
」
に
つ
い
て

　

本
市
の
最
上
位
計
画
「
第
２
次
ふ
る
さ

と
龍
ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
」
で
は
、
重
点
目

標
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本
一
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
健
幸
」
に
つ
い
て
、
同
プ
ラ
ン

で
は
、「
健
康
か
つ
生
き
が
い
を
持
ち
、

安
全
・
安
心
に
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
を
営

む
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
健
康
で
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
実
現
「
す
る
・
み
る
・
さ
さ

え
る
！
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本
一
へ
」

を
「
す
る
」「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」
こ
と
で
、

全
て
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
を
持
て

る
「
ス
ポ
ー
ツ
健
幸
日
本
一
」
の
ま
ち
を
目

指
し
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

政
策
・
施
策
の
展
開

　

本
計
画
で
は
、
基
本
理
念
に
沿
っ
て
展
開

す
る
４
つ
の
政
策
ご
と
に
政
策
目
標
を
定
め

る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的

な
施
策
と
主
な
取
組
を
定
め
て
い
ま
す
。

政
策
１ 

ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
を
通
じ
た
健
康

　
　
　

 

づ
く
り

施
策
１ 

高
齢
者
を
は
じ
め
誰
も
が
ス
ポ
ー        

　
　
　

 

ツ
に
親
し
む
機
会
の
充
実

《
主
な
取
組
》

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
を
目
指
し
ま
す

・
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
推
進
し
ま
す

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連

携
事
業
を
推
進
し
ま
す

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
普
及
し
ま
す

・
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
体
操
を
普
及
し

ま
す

施
策
２ 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動
の
活
性
化

《
主
な
取
組
》

・
体
育
協
会
の
組
織
体
制
の
強
化
を
支
援

し
ま
す

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
・

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
継
続
的
活
動
に
向

け
て
支
援
し
ま
す

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
連
携
・
交
流
活
動

を
支
援
し
ま
す

施
策
３ 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備

《
主
な
取
組
》

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進
し
ま
す

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
障
が
い
者
の
交
流

を
促
進
し
ま
す

・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
及
び

参
加
を
支
援
し
ま
す

・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
を

契
機
と
し
て
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
普

及
し
ま
す

《
政
策
目
標
》

　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
や
関

心
、
適
性
等
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
展
開
さ
れ
る

よ
う
、
誰
も
が
楽
し
み
な
が

ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
機
会
を
充
実
さ
せ

ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

週
１
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
や
運

動
を
行
う
16
歳
以
上
の
市
民

の
割
合
が
65
％
以
上
と
な
る

こ
と
、
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

健
幸
日
本
一
の
ま
ち
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
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《
政
策
目
標
》

　

学
校
に
お
け
る
体
育

活
動
を
通
じ
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
豊
か
な
ス
ポ

ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す

る
資
質
・
能
力
を
育
む

と
と
も
に
、
放
課
後
や

地
域
に
お
け
る
子
ど
も

の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
を
充

実
さ
せ
ま
す
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
子
ど
も
の

運
動
習
慣
を
確
立
し
、

体
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

《
政
策
目
標
》

　

茨
城
国
体
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
及
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
好
機
と
し
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
触
れ
合
う
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
ま
す
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口

の
増
加
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

《
政
策
目
標
》

　

総
合
運
動
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
積
極
的
な
活
用
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
で
き
る
場
を
創
出
す
る
こ

と
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情
報
を
容
易
に

入
手
で
き
る
よ
う
な
情
報
提
供
に
努
め
る

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
よ

り
多
く
の
市
民
が
様
々
な
場
面
で
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
わ
り
を
持
て
る
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

政
策
２ 

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

政
策
３ 

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
ス
ポ
ー

　
　
　

 

ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化

政
策
４ 

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

施
策
１ 

子
ど
も
の
体
力
づ
く
り
の
推
進

《
主
な
取
組
》

・
各
小
中
学
校
の
課
題
に
応
じ
た
体
力
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す

・
運
動
・
遊
び
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
実
践

力
を
育
成
し
ま
す

・
小
中
一
貫
教
育
に
お
け
る
体
力
向
上
策

の
計
画
を
立
案
し
ま
す

・
学
校
体
育
及
び
競
技
大
会
に
お
い
て
市

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
ま
す

施
策
１ 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
・
ト
ッ
プ
ア
ス

 　
　
　

リ
ー
ト
の
育
成

《
主
な
取
組
》

・
指
導
者
の
養
成
と
資
質
向
上
を
図
り
ま

す
・
技
術
講
習
会
等
を
通
じ
た
競
技
力
の
向

上
を
図
り
ま
す

・
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
る
優
秀
選
手
の

早
期
発
掘
と
育
成
を
図
り
ま
す

・
国
際
・
全
国
大
会
に
出
場
す
る
個
人
や

団
体
な
ど
を
支
援
・
応
援
し
ま
す

施
策
２ 

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

《
主
な
取
組
》

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
を
目
指
し
ま
す

【
再
掲
】

・
茨
城
国
体
の
開
催
に
向
け
た
機
運
の
醸

成
を
図
り
ま
す

・
各
国
代
表
チ
ー
ム
と
の
交
流
を
促
進
し

ま
す

・
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す

・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立

を
目
指
し
ま
す

施
策
３ 

流
通
経
済
大
学
運
動
部
と
の
連
携

《
主
な
取
組
》

・
流
通
経
済
大
学
運
動
部
の
公
式
試
合
等

の
情
報
提
供
を
推
進
し
ま
す

・
流
通
経
済
大
学
運
動
部
と
の
交
流
を
促

進
し
ま
す

・
流
通
経
済
大
学
運
動
部
応
援
活
動
を
促

進
し
ま
す

・
流
通
経
済
大
学
運
動
部
の
活
動
を
支
援

し
ま
す

施
策
１ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
有
効
活
用

《
主
な
取
組
》

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
機
能
・
設
備
の
充
実

を
図
り
ま
す

・
利
用
し
や
す
い
施
設
運
営
と
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す

・
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
け
る
交

通
対
策
を
推
進
し
ま
す

・
学
校
体
育
施
設
の
開
放
を
推
進
し
ま
す

施
策
２ 

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

　
　
　

 

普
及
啓
発

《
主
な
取
組
》

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
資
質
向
上
を
図

り
ま
す

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
の
活
性
化

を
図
り
ま
す

・
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
等
に

向
け
た
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す

・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
と
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す

施
策
３ 

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情
報
提
供
の

　
　
　

 

充
実

《
主
な
取
組
》

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
教
室
等
に
関
す
る
情

報
を
一
元
的
に
提
供
し
ま
す

・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
関
す
る
情
報
提
供
を

推
進
し
ま
す

・
情
報
提
供
媒
体
の
拡
大
を
図
り
ま
す

施
策
２ 

運
動
部
活
動
の
活
性
化

《
主
な
取
組
》

・
部
活
動
指
導
員
の
配
置
制
度
を
創
設
し

ま
す

・
運
動
部
活
動
に
お
け
る
外
部
指
導
者
の

活
用
を
促
進
し
ま
す

・
運
動
部
活
動
の
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ

ま
す

施
策
３ 

地
域
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も
の

　
　

 　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

《
主
な
取
組
》

・
流
通
経
済
大
学
生
に
よ
る
体
育
授
業
サ

ポ
ー
ト
等
を
促
進
し
ま
す

・
児
童
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し

ま
す

・
子
ど
も
が
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

機
会
を
提
供
し
ま
す

本
計
画
の
詳
細
は
、
４
月
か
ら
市
役
所
本
庁

舎
の
ス
ポ
ー
ツ
・
国
体
推
進
課
、
市
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
情
報
公
開
室
の
ほ
か
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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平成 30 年度予算案の概要をお知らせします

平成30年度予算案の概要を
お知らせします

■問い合わせ：財政課財政グループ☎内線358

　

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般

会
計
が
２
４
６
億
６
０
０
０
万
円
（
１
・

５
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
の

総
額
は
１
６
４
億
９
４
３
０
万
円
（
４
・

３
％
減
）
で
す
。
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
が
49
億
３
０
０
０
万
円
（
６
・
５
％

増
）、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
が

13
億
５
９
８
０
万
円
（
９
・
４
％
増
）
と
大

き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
一
方
、
平
成
30
年
度

か
ら
の
県
単
位
化
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
は
７
６
億
５
５
０
０
万
円

（
15
・
２
％
減
）
と
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
つ
く
ば
の

里
工
業
団
地
の
拡
張
に
つ
い
て
、
事
業
の
円

滑
な
運
営
と
経
理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
工

業
団
地
拡
張
事
業
特
別
会
計
を
新
た
に
設
置

し
、
１
億
５
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

１　

一
般
会
計
歳
入
の
状
況

　

市
税
は
、
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
償

却
資
産
分
の
増
収
を
見
込
む
一
方
、
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
に
伴
う
家
屋
分
の
減
収
や

た
ば
こ
税
の
減
収
を
見
込
み
、
総
額
で
は
、

99
億
２
３
０
０
万
円
（
０
・
７
％
増
）
と
前

年
度
か
ら
若
干
の
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

譲
与
税
・
交
付
金
等
は
、
地
方
消
費
税
交

２　

一
般
会
計
歳
出
の
状
況

　

総
務
費
は
、
道
の
駅
整
備
事
業
の
護
岸
改

修
工
事
等
を
新
た
に
予
算
化
し
ま
し
た
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
減
な

ど
も
あ
り
、
全
体
で
は
３
５
億
１
８
０
０
万

円
（
０
・
８
％
増
）
と
な
り
、
微
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制

度
の
充
実
や
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事

業
の
伸
び
に
加
え
、
保
育
所
等
施
設
整

備
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
計
上
等
で
、

95
億
６
７
０
０
万
円
（
１
・
３
％
増
）
と
、

依
然
と
し
て
増
加
基
調
に
あ
り
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
文
化
会
館
な
ど
の
改
修
工
事

に
、
市
街
地
活
力
セ
ン
タ
ー
ま
い
ん
の
１
階

フ
ロ
ア
を
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
改
修
す
る

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、「
第
２
次
ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略
プ
ラ
ン
」

の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
の
早
期
実
現
に
向
け
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

位
置
付
け
た
主
要
施
策
に
重
点
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
を
中
心
に
予
算
の
概
要
及
び
主
要
施
策
の
取
組
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

当
初
予
算
の
概
要

　
※
（
　
）
内
前
年
度
比

付
金
の
伸
び
を
見
込
み
18
億
４
５
０
０
万
円

（
８
・
３
％
増
）
で
す
。

　

実
質
的
な
地
方
交
付
税
で
あ
る
地
方

交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
の
合
計

は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
等
を
反
映
し
、

43
億
８
５
０
０
万
円
（
０
・
８
％
減
）
と
減

額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

国
県
支
出
金
の
増
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
の
充
実
な
ど
対
象
経
費
が
増
加
し

た
た
め
で
す
。　

　

そ
の
他
の
収
入
は
、
25
億
５
６
０
０
万

円
（
５
・
０
％
減
）
で
す
。
そ
の
う
ち
、
基

金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
減
債
基
金
繰
入
金
が

２
億
２
０
０
０
万
円
（
８
・
３
％
減
）、
み
ら

い
育
成
基
金
な
ど
の
特
定
目
的
基
金
の
繰
入

金
が
３
億
２
９
０
０
万
円
（
19
・
６
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
財
源
不
足
を
調
整

す
る
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金
は
４
億
円

（
17
・
７
％
減
）
で
す
。

　

市
債
は
、
21
億
８
０
０
万
円
（
15
・
７
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
道
の
駅

整
備
事
業
の
本
格
化
や
施
設
の
改
修
な
ど

に
よ
り
、
財
源
と
な
る
建
設
事
業
債
等
が

９
億
１
５
０
０
万
円
（
26
・
９
％
増
）
と
増

加
し
ま
し
た
。

　

市
税
を
中
心
と
し
た
一
般
財
源
は
、

１
６
１
億
５
３
０
０
万
円
（
１
・
１
％
増
）

で
す
。

譲与税・交付金 1,845 （8.3％増）
地方交付税 3,192 （3.9％減）

国県支出金
5,036
（2.5％増）

その他の収入
2,556（5.0％減）

建設事業債等
915（26.9％増）

臨時財政対策債 1,193（8.4％増）

単位 ：百万円
　　　 （ ）内は前年度比 

歳　入
246 億 6,000 万円

一般財源

市税
9,923
（0.7％
　増）
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総務費
3,518（0.8％増）

単位 ： 百万円 
　　　（ ）内は前年度比 

民生費
9,567(1.3％増）

衛生費・農水費・商工費等
 2,788（0.2％減）

土木費・消防費
 2,805（0.3％増）

教育費
3,027(5.3%増）

公債費
2,697（2.4％増）

議会費等 258（3.0％減）

歳　出
246 億 6,000 万円

〇教育環境の向上と「子育て環境日本一」
・電子黒板・タブレット端末等を全中学校に導入� １，２４７万円
・英語指導助手の増員� ４，５３６万円
・絹本著色十六羅漢像の掛軸複製制作� ５６６万円
・こどもまつりの開催� ４０３万円
〇にぎわいの創出と「市民活動日本一」
・道の駅整備事業� ２億７１４万円
・佐貫３号線整備事業� ５，３００万円
・若者・子育て世代住宅取得補助金の拡充� ４，２００万円

・工業団地拡張事業� ７，９０８万円
・市民活動センター・教育センター改修工事� ６，９３１万円
・龍ヶ岡公園駐車場整備工事� ６，０００万円
・たつのこ産直市場の開設� １，６０５万円
〇安全安心なまちづくりと「防災・減災日本一」
・防災貯留型トイレの整備� ２，５００万円
・防災行政無線デジタル化実施設計� １，０００万円
・文化会館大ホール天井等改修工事� ５，９４１万円
　　平成３０年度～平成３１年度継続事業：
� 総額１億４，８５２万円

○健康づくりの推進と「スポーツ健幸日本一」
・健幸マイレージ事業の推進� ６９２万円
・医療機関胃カメラ検診の実施� １１６万円
・( 仮称 ) まいんスポーツ健幸センター整備事業� ４，８３５万円
・国際スポーツ大会キャンプ招致事業� ８５７万円
○公共施設・インフラの新設・拡充等
・佐貫排水ポンプ場改築工事� ３億７，３６０万円
　　平成３０年度～平成３２年度継続事業：

総額９億３，４００万円
・市道第３―３０９号線整備事業（測量等）         １，２００万円

平成 30 年度  主な事業

事
業
や
国
体
開
催
に
要
す
る
費
用
の
増
が
重

な
り
、
30
億
２
７
０
０
万
円
（
５
・
３
％
増
）

と
増
加
し
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
26
億
９
７
０
０
万
円
（
２
・

４
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
元

金
償
還
金
が
24
億
８
７
０
０
万
円（
４
・
２
％

増
）
と
増
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
償
還
負
担

の
平
準
化
と
利
子
負
担
の
軽
減
を
考
慮
し
て

据
置
期
間
や
元
金
均
等
償
還
な
ど
償
還
方
法

を
見
直
し
た
こ
と
に
加
え
、
最
終
年
度
一
括

償
還
の
最
終
年
に
あ
た
る
市
債
が
あ
る
た
め

で
す
。
対
し
て
、
利
子
償
還
費
は
２
億
９
０

０
万
円
（
15
・
２
％
減
）
と
減
少
し
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
末
の
市
債
残
高
は
、

３
億
５
０
０
万
円
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
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「龍ケ崎市高齢者福祉計画・龍ケ崎市第 7 期介護保険事業計画」がはじまります

「龍ケ崎市高齢者福祉計画・龍ケ崎市第 7期
介護保険事業計画」がはじまります

その人らしく生き抜くことができるまちへ

～地域はあなたの家族です～

■問い合わせ：高齢福祉課高齢福祉グループ　☎内線275

計
画
の
趣
旨

　

老
人
福
祉
法
・
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ

り
、
市
町
村
は
３
年
ご
と
に
「
高
齢
者
福
祉

計
画
」
と
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
福
祉
施
策
の
方
針

や
介
護
保
険
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備

の
見
込
み
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
る
も
の
で

す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
今
年
度
を
も
っ
て
現

第
６
期
計
画
が
終
了
す
る
た
め
、
現
在
、
次

期
と
な
る
「
龍
ケ
崎
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

龍
ケ
崎
市
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。（
計
画
期
間
：
平
成
30

年
度
～
32
年
度
）

計
画
の
基
本
理
念
・
基
本
目
標

　

高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
、
高
齢
者
が
心

身
の
健
康
を
維
持
し
、
そ
の
豊
か
な
経
験
と

知
識
を
生
か
し
て
社
会
参
加
し
な
が
ら
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
、
ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

本
市
の
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
、
基
本
理
念
と
し
て
「
そ
の
人
ら
し
く
生

き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
へ　

～
地
域
は

あ
な
た
の
家
族
で
す
～
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
理
念
の
下
、「
①
そ
の
人
ら
し

い
自
立
し
た
生
活
の
支
援
」、「
②
地
域
で
支

え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り

－

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」、「
③
介
護
保
険
・
地
域
支
援
事
業

の
基
盤
整
備
」
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
設
定

し
、
様
々
な
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
施
策
に
基
づ
い
て
、
65
歳
以
上
の

方
に
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保
険
第
一
号
被

保
険
者
保
険
料
（
第
一
号
介
護
保
険
料
）
を

算
定
し
ま
す
。

基
本
目
標
に
お
け
る
施
策
の
展
開

①
そ
の
人
ら
し
い
自
立
し
た
生
活
の
支
援

　

こ
こ
で
は
、
高
齢
者
自
身
の
生
活
力
を
高

め
る
た
め
の
施
策
、
高
齢
者
が
積
極
的
に
社

会
参
加
を
し
て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」、「
配
食
サ
ー
ビ

ス
」、「
外
出
支
援
利
用
料
助
成
事
業
」、「
さ

わ
や
か
理
髪
」
な
ど
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
も
含
め
、
す
べ

て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
可
能
な

限
り
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
の
権
利
擁
護
の
観
点
か
ら
、

高
齢
者
虐
待
防
止
や
成
年
後
見
制
度
に
関
す

る
施
策
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

基本理念 基本目標
「
そ
の
人
ら
し
く
生
き
抜
く
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
へ

～
地
域
は
あ
な
た
の
家
族
で
す
～
」

①その人らしい自立した生活の
　支援

②地域で支えあう仕組みづくり
　－地域包括ケアシステム

③介護保険・地域支援事業の基
　盤整備

「
そ
の
人
ら
し
い

　

自
立
し
た
生
活
の
支
援
」

（１）高齢者の実態を把握す
　　　るために

（２）介護状態にならないた
　　　めに

（３）高齢者自身の生活力を
　　　高めるために

（４）高齢者の尊厳維持と権
　　　利擁護のために

（５）いつまでも社会とつな
　　　がって生きるために
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②
地
域
で
支
え
あ
う
仕
組
み
づ
く
り

　
－

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
は
、
要
介

護
状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
住
ま
い
」、「
医

療
」、「
介
護
」、「
予
防
」「
生
活
支
援
」
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

今
後
、
本
市
に
お
い
て
も
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
支
援

が
必
要
な
高
齢
者
、
ま
た
認

知
症
の
高
齢
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
介
護
保
険
・
地
域
支
援
事
業
の
基
盤

　

整
備

　

こ
こ
で
は
、
本
市
の
高
齢
者
人
口
（
65
歳

以
上
人
口
）
の
推
計
や
要
介
護
認
定
者
数
の

推
計
に
基
づ
き
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
や
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
な
ど
の
居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
支
援
事
業
な
ど
の
各
種

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
利
用

者
数
を
推
計
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
環
境
の

整
備
方
針
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

の
適
正
化
や
、
そ
の
質
的
向
上
に
向
け
た
施

策
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

④
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

　
（
第
１
号
介
護
保
険
料
）
の
算
定

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
３
年
ご
と
に

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
３
年
間
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
を
見
込
み
、
そ
れ
に
必
要

な
費
用
を
賄
う
た
め
の
第
１
号
介
護
保
険
料

の
額
を
算
定
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
３
年
間
の
第
１
号
介
護

保
険
料
は
、
今
年
の
３
月
末
に
決
定
し
、
翌

月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
「
龍
ケ
崎
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
龍
ケ
崎

市
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
は
、
平
成

30
年
３
月
の
龍
ケ
崎
市
議
会
定
例
会
で
第
１

号
介
護
保
険
料
の
改
正
に
関
す
る
龍
ケ
崎
市

介
護
保
険
条
例
一
部
改
正
案
が
可
決
さ
れ
れ

ば
、
今
年
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

本
計
画
の
詳
細
は
、
４
月
か
ら
市
役
所
本

庁
舎
の
介
護
福
祉
課
、
健
幸
長
寿
課
、
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
情
報
公
開
室
の
ほ
か
、
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

地
域
で
支
え
あ
う
仕
組

み
づ
く
り

　
－

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム

（１）地域包括支援センターの機能強化

（２）地域包括ケアシステムの構築

（３）在宅医療・介護連携の推進

（４）認知症施策の推進

（５）生活支援サービスの１体制整備

　

そ
の
核
と
な
る
地
域
ケ
ア
会
議
、
地
域
で

の
生
活
継
続
を
支
援
す
る
た
め
の
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
、
認
知
症
施
策
の
推
進
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
な
ど
に
関
す

る
内
容
、
及
び
活
動
拠
点
と
な
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　
「
高
齢
の
た
め
生
活
に
不
安
が
あ
る
」「
家

族
が
認
知
症
な
の
で
支
援
が
ほ
し
い
」「
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い
」
な
ど
、
高

齢
者
の
方
の
生
活
に
関
す
る
不
安
や
心
配
事

な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。

「
介
護
保
険
・
地
域

支
援
事
業
の
基
盤

整
備
」

（１）介護サービスの質的
　　　向上

（２）サービス供給体制の
　　　推進
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計画の趣旨
　障がい者を取り巻く環境が大きく変化する中、障がい者が自らの意思により、地域で自立した生活を送るこ
とができる社会をつくるために、市町村が担う役割はますます重要なものとなっています。今回、取りまとめ
たものは、これまでの「障がい者プラン」「障がい福祉計画」に加え、新たに策定が義務付けられた「障がい
児福祉計画」を一体的に策定したものであり、障がい者福祉に関する法改正等をはじめ、あらゆる社会情勢の
変化に対応した内容としています。
　「障がい者プラン（計画期間：2018 年～ 2023 年）」は、国の「障害者基本計画」や茨城県の「新いばらき障
害者プラン」の理念を踏まえ、本市における障がい者福祉に関する基本的な施策の方向性を定めたものです。
　一方、「第５期障がい福祉計画（計画期間：2018 年～ 2020 年）」及び「第１期障がい児福祉計画（計画期間：
2018 年～ 2020 年）」は、障害福祉サービス等の種類ごとに必要な見込量や、その確保策などを定めています。
計画の基本理念
　本市では、障がいの有無に関わらず、すべての人が、自らの意思と選択により、自分らしい生活を送ること
ができる共生社会を目指しています。この実現のためには、地域に暮らす人々が、誰もが平等に人権を享有す
ることを認識した上で互いに尊重し、支えあうことが大切です。
　このような考え方に基づき、基本理念を次のように定めます。

　「障がいのある人もない人も、ともにいきいきと安心して生活できるまち」
基本目標
基本目標１　障がい理解の啓発と自立・社会参加の促進
　障がいがあることによる「生きにくさ」や「暮らしにくさ」の理解を促進し、すべての人が等しく生きる社
会の実現に向けて取り組みます。
　また、障がい者がその適性に応じて能力を発揮できるよう、就労や自立に向けた支援、積極的な社会活動へ
の参加を促進します。
　基本目標２　地域生活支援の充実
　障がい者が地域社会で自立した生活を送るため、在宅サービスなどの環境を充実するとともに、各種手当な
どの経済的な支援を行います。
　また、障がい者の意思決定支援にも配慮しながら、個々の状態像や障がい特性に応じた必要な情報提供を行
い、障がい者の地域生活を支援します。
　基本目標３　暮らしやすい生活環境の拡充
　障がい者が安心して生活できるよう、「ユニバーサルデザイン」の考え方に基づき、誰にとっても住み良い
快適なまちづくりに努めます。
　また、災害時における避難支援対策を推進することにより、住み慣れた地域で、安心して生活できる環境の
構築に努めます。
設置場所
　本計画の詳細は、４月から市役所本庁舎の社会福祉課、市民情報コーナー、情報公開室のほか、市公式ホー
ムページでご覧いただけます。

　社会福祉課では、精神保健福祉士や社会福祉士、保健師などの専門職を配置しています。
 「障害福祉サービスを利用したい」　 「お子さんの発達の遅れが気になる」
など、障がいに関する不安や心配事などがあるときは、お気軽にご相談ください。

■問い合わせ：社会福祉課障がい者支援グループ☎内線266

龍ケ崎市障がい者プラン・
第5期障がい福祉計画・
第１期障がい児福祉計画を
策定しました

龍ケ崎市障がい者プラン・
第5期障がい福祉計画・
第１期障がい児福祉計画を
策定しました


